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P222a ガリレオ衛星食を用いた木星大気探査：系外惑星大気のトランジット観
測への応用可能性
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すばる望遠鏡やハッブル宇宙望遠鏡を用いた観測から、完全に木星の影に入り食の状態となったガニメデとカ
リストが、1.5µm付近の近赤外波長域において一様に明るい (∼50µJy、食外の 10−6)という現象を発見した。ガ
リレオ衛星の表面温度は 120K程度であるため、その熱放射は無視できる。また、食中のガニメデとカリスト全
体が一様に明るく観測された事から、極付近でのみ輝くオーロラでもこの現象は説明できない。
我々は多波長の観測から、木星上層大気中のヘイズによる散乱が食中に明るい原因と考えている。我々のモデ

ル計算によると、木星大気の成層圏上部を通過した太陽光が主に寄与していると考えられる。この領域は探査機
のプローブや木星による恒星掩蔽の観測などにより調べられているが、情報が少ない。ガリレオ衛星食の継続的
な観測により、木星の上層大気の組成や構造に対して新たな観測的制限を加える事が可能となる。
さらに本手法では、食中のガリレオ衛星に投影された、木星大気を透過した光を観測している事になる。近年

のトランジットによる系外惑星大気の観測においては、惑星大気の透過光を観測しているため、その比較対象と
して、まずは身近な木星大気の透過光を本手法で継続的に調べて理解する事が重要である。


